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Abxbybz(l) = (_l)bxlx+bylけbzlz (bx， bν，bz，lx，lν，lz = 0，1) (1) 
ここで bx，bν，bzはOか 1の定数で l= (lx， lν， lz)は単位立方格子の格子点を表す。 Aは8次元の
ベクトルで、 μx，μY'μzの3成分のダイポーノレモーメントに対応してそれぞれ X，Y，Z と記述さ
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表 1:体心立方格子における最安定状態。格子点(1.p.)と体心 (b.c.)の配置は交換可能。第 1行目は条件
α2十日+c2ニ 1，他の行は α2+ b2ニ 1を満たす。
at l.p.(b.c.) 
αX 101 + bY 110 + CZ011 
αX 101 + bZ101 
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ンによる影響を Ewald法 [3，4， 5]により取り入れた。
システムサイズ L=2の系では、 LTが予想したとおりの結果が得られた。また L=4の単純
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図 4:(a)正方格子 (L= 16)の各サイト(強磁性鎖)におけるエネルギー。横軸はサイトの位置、縦軸
はエネルギーある。 FMは強磁性的配置、 AFは反強磁性的配置、 MDは磁区的配置である。各配置に対
するサイトあたりのエネルギーは、 EFMニ 0.6256，EAF = -0.2906， EMD = 0.2385で、あった。 (b)三角
格子 (Lニ 16)の各サイトにおけるエネノレギー。各配置におけるサイトあたりのエネルギーは、 EFM二


































図 5:(a)単純立方格子における基底状態の一つ。 (b)体心立方格子の (LTの結果に従う)安定状態の一つ。






図 6:(a)単純立方格子 (L= 16)の各サイト(面内のダイポール)におけるエネルギー。 F1vf，AF， MDの
定義は 2 次元のときと同じ。サイトあたりのエネルギーは、 EF~\'f = 0.2437， EAF = -0.2437， EMDニ 0.1907
で、あった。 (b)体心立方格子 (L= 16)の各サイトにおけるエネルギー。サイトあたりのエネルギーは、
EH/f = 3.9016， EAFニ 0.1488，EMD =ー0.4508であった。
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